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路傍の花　ツバキ（赤
あかみのこし

腰蓑）
（長谷分団詰所付近撮影）

　轟小学校入学式が，保護者や在校生など多くの関
係者のもと開催され，少し緊張した新一年生が元気
よく入場し，温かい雰囲気のもと盛大に行われまし
た。
　これから「笑顔・元気・やる気いっぱい　キラリ
と光り輝く轟っ子」を目指した新しい学校生活が始
まります。

『 　小学校入学式　新入学生　 』
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※用語解説
●骨格予算 ： 法令上の定めはありませんが，地方公共団体（町）の長や議員の選挙時期等の関係で政策的な

判断ができにくいという観点から，政策的経費等の予算計上を避け，必要最小限度の経費を計
上する予算のことです。

●自主財源 ： 町税や使用料などのように，町が自主的に徴収・収納することができる財源。この財源が多い
ほど行政活動の自主性と安定性が確保されます。

●依存財源 ： 地方交付税や国県支出金など，国や県の制度により町に交付される財源。国の予算や施策に大
きく影響を受けます。

平成 2 ９年度当初予算が決まりました
一　般　会　計
予　算　総　額 66億3,084万１千円

　平成 29 年度の当初予算が決まりました。一般会計と国民健康保険事業特別会計ほか２特別会
計を合わせると 99 億 3,902 万 5 千円となりました。また，企業会計である水道事業会計の予算
は別表のとおりです。平成 29 年度は，４月に町長・町議会議員の任期満了を迎えるため，新規
事業や政策的経費を除いた「骨格予算」として編成しました。ただし，下場土地区画整理事業，
特定防衛施設周辺整備調整交付金事業など継続して行っている事業や，医療・福祉関連経費，
予算の執行時期の関係で住民のみなさんの生活に影響が懸念される経費，及び施設の維持管理
等の経費については，その必要額を計上しています。

【一般会計の状況】
　一般会計は総額 66 億 3,084 万 1 千円で，昨年度に比べ２億 7,500 万 5 千円（比率で約 4.0％の減）
の減額となりました。これは，先に述べましたが平成 29 年度の予算を「骨格予算」として編成
したことにより，「土木費」が１億 4,985 万円の減額となっていることが大きな要因です。その
他の減額の内訳として，昨年度に国の施策に伴う臨時福祉給付金を計上していたことにより，「民
生費」が 3,189 万 3 千円（2.0％）の減，同じく伊佐北姶良火葬場管理組合負担金（設備改修分）
を計上していたことにより，「衛生費」が 8,362 万 4 千円（8.6％）の減となっています。歳出の
主な内容については 4 ～ 5 ページをご覧ください。
　一方，歳入については，企業の設備投資等に伴う固定資産税の増額見込みにより，自主財源
である町税が 67,516 千円（8.1％）の増となったものの，地方交付税を 28 億 1,123 万 4 千円計上
するなど，依存財源が 70.1％と非常に高い割合を占めており，国・県の施策に大きく影響を受
ける構造となっています。また，公金横領に伴う元職員の弁償金は 67,663 千円計上しています。



3 　広報 ゆうすい  Vol. 145　2017.4

歳 出 歳 入



広報 ゆうすい　4

美しいまち」に向けた平成 29 年度の主な事業の概要

●母子保健事業【保健衛生課】

　妊産婦及び乳幼児の保健指導，
健康診査，相談事業を実施し，
子育ての不安解消，軽減を図り
ます。

●健康増進事業【保健衛生課】

　各種がん検診や生活習慣病予防のための健康教室
等を実施し，健康の保持・増進を図ります。

●障害者自立支援給付等事業【福祉課】

　施設入所や自立訓練など，障害者の自立を支援し
ます。

●乳幼児・子ども医療費助成事業【福祉課】

　中学校終了までの児童にかか
る医療費の自己負担分の全部又
は一部を助成し，子育て世帯の
負担軽減を図ります。

●乳幼児紙おむつ支給事業

　【福祉課】

　２歳未満の乳幼児を養育する保護者に対し，紙お
むつの購入費用を助成し，子育て世帯の負担軽減を
図ります。

●放課後児童健全育成事業【福祉課】

　小学校区ごとに放課後児童クラブを設置し，児童
の健全育成を図ります。

●子育て支援事業【福祉課】

　子育て支援センターを設置し，育児相談・指導を
通じた育児不安の解消と，地域全体による子育て支
援の基盤形成を図ります。

●はり，きゅう等施術費助成事業【福祉課】

　65 歳以上の方々に対し，はり，きゅう等の施術
費用の一部を助成します。

●高齢者訪問給食サービス事業

　【福祉課】

　一人暮らしの高齢者等に食事
を提供し，安否確認を行うとと
もに，自立した生活の支援と在
宅福祉の推進を図ります。

●大会等派遣出場費補助金【管理課・生涯学習課】

　部活動やスポーツ少年団が出場する全国大会等へ
の旅費の一部を助成し，青少年の体育振興に努めま
す。

●教育相談員・スクールソーシャルワーカーの配置

　【管理課】

　教育相談員やスクールソーシャルワーカーを配置
し，複雑に絡み合った子どもたちの心と環境の問題
解決に努めます。

●青少年育成町民会議事業【生涯学習課】

　チャレンジャーゆうすいっ
子，ふるさと学寮等を実施し，
次世代の湧水町を担うリー
ダーの育成を図ります。

●地区公民館整備事業

　【生涯学習課】

　各地区の公民館施設を計画的に整備・改修し，地
区公民館活動の充実を図ります。

●公民館活動・生涯学習活動の支援【生涯学習課】

　両中央公民館における多彩な公民館学級の開設
や，各生涯学習団体等への支援を通して，生涯学習
のまちづくりを推進します。

●国民体育大会運営事業【生涯学習課】

　平成 32 年に開催される「国民
体育大会 カヌー競技」の開催に
向けた取り組みを行います。

●埋蔵文化財の発掘調査

　【生涯学習課】

　県営中山間地域総合整備事業の実施に伴い，田尾
原遺跡の発掘調査を行い，貴重な文化財の記録保存
に努めます。

●くりの図書館の運営【図書館事務局】

　新たな図書等の購入や，絵
本作家等の作品展及び講演会
等を開催し，魅力的な図書館
づくりに努めるとともに，読
書意欲の向上と読書活動の推
進を図ります。

保健・福祉の増進教育・文化の振興
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平成 29年度の当初予算に計上された主な内容についてご紹介します。

●アーモンド植栽地の管理【企画課】

　地方創生関連事業として整備
した栗野岳中腹の植栽地におい
て，アーモンドの生育状況等を
調査し，適正な管理を行うもの
です。

●地域おこし対策事業【企画課・商工観光課】

　地域おこし協力隊員を活用し，定住促進，観光振
興など地域活性化を図ります。

●機構集積支援事業【農業委員会】

　農地利用状況調査をはじめ一連の農地利用最適化
措置を通じ，分散した農地利用を整理・集約し，耕
作放棄地の解消と生産性の向上を図ります。

●中山間地域等直接支払事業【農林課】

　生産条件の不利な中山間地域における継続した農
業生産活動を行う集落に対し支援を行い，生産性の
維持と農地の保全に努めます。

●優良牛造成事業【農林課】

　優良な繁殖牛の導入等に対し
助成を行い，農家の生産意欲の
向上と畜産業の振興を図ります。

●鳥獣被害防止総合対策事業

　【農林課】

　有害鳥獣の捕獲や狩猟免許講習会への助成を行
い，農作物への被害の軽減を図ります。

●商工会・観光協会運営補助金【商工観光課】

　商工会や観光協会の運営を支援し，商工観光業の
振興を図ります。

●公衆無線ＬＡＮ環境整備

　【商工観光課】

　町内の観光施設に公衆無線
LAN(Wi-Fi) の整備を行い，施設
の利便性向上と交流人口の増加
を図ります。

●土地改良推進事業・農業農村整備事業【建設課】

　土地改良事業や県営中山間地域総合整備事業等の
各種事業により農道の整備や水路の改修等の農業基
盤整備に努めます。

●町道維持補修事業・改良舗装事業【建設課】

　老朽化した町道の補修や
改良舗装，橋梁の補修を行
い安全で利便性の高い道路・
交通体系の整備に努めます。

●河川関係の各種事業【建設課】

　国・県・町の管理する河川についての治水対策等
に向けての取り組みや，川を活かした「かわまちづ
くり」の整備に努めます。

●下場土地区画整理事業

　【都市計画課】
　継続事業である下場地区
の区画整理を行い，良好な
市街地を形成して地域活性
化を図ります。

●災害備蓄品の整備【総務課】

　大規模な災害に備えるため，災害備蓄品を購入し
ます。

●浄化槽設置整備事業補助金【保健衛生課】

　一般家庭の浄化槽設置者に対し，その費用の一部
を助成し，生活排水処理対策の推進を図ります。

●公営住宅等改修事業【総務課】

　老朽化した新替団地の外
壁等を改修し，適正な維持
管理に努めます。

●街灯設置事業補助金【総務課】
　自治会による街灯設置費用の一部を助成し，防犯
対策に努めます。

●交通安全対策事業【総務課】

　カーブミラーやガードレールなどの整備を行い，
交通安全対策に努めます。

●有線・無線放送施設設置事業補助金【総務課】

　放送施設を整備する自治会等に対し，その費用の
一部を助成し，地域情報の円滑な連絡体制の整備を
図ります。

産業・地域の振興社会基盤・生活環境の整備
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“ 人 ” 輝く「ふるさと湧水」の創造 ～ともに学び　活かす　生涯学習のまちづくり

第12回湧水町生涯学習推進大会
　

こ
れ
ま
で
の
自
主
的
で
継

続
し
た
生
涯
学
習
活
動
の
成

果
を
も
と
に
、
町
民
が
一
堂

に
集
い
、
互
い
に
広
め
あ
い

な
が
ら
、
心
豊
か
で
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
と
活
力
あ
る

人
づ
く
り
、
そ
し
て
ふ
る
さ

と
づ
く
り
に
生
か
す
た
め

に
、
第
12
回
湧
水
町
生
涯
学

習
推
進
大
会
を
３
月
５
日
に

栗
野
中
央
公
民
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

最
初
に
栗
野
中
学
校
音
楽

部
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏

が
行
わ
れ
、
心
に
響
く
綺
麗

な
音
色
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
表
彰
で
は
、

地
区
公
民
館
活
動
や
永
年
に

わ
た
り
地
域
の
青
少
年
育
成

活
動
、
交
通
安
全
活
動
等
に

尽
力
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て

の
表
彰
や
全
国
・
九
州
大
会

な
ど
、
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会

に
出
場
さ
れ
、
数
々
の
好
成

績
を
収
め
ら
れ
た
団
体
・
個

人
に
青
少
年
表
彰
と
し
て
表

彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

①　
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
朗
読　

 

大
浦　
乙
姫
さ
ん

②　
公
民
館
学
級
修
了
証
書
授
与　

 

梅
古
川
美
代
子
さ
ん

③　
吉
松
書
道
教
室
活
動
発
表　

   

吉
田　
正
子
さ
ん

④　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏　
　
　
　

 

栗
野
中
学
校
音
楽
部

⑤　
老
竹
地
区
公
民
館
活
動
発
表　

 

桐
野　
博
文
さ
ん

①

④

②③

⑤
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「
生
涯
学
習
こ
の
１
年
」
と
題
し
た

公
民
館
学
級
で
は
、「
吉
松
書
道
教
室
」

の
吉
田
正
子
さ
ん
に
よ
る
活
動
発
表

や
老
竹
地
区
公
民
館
に
よ
る
地
区
公

民
館
活
動
発
表
、
本
年
度
71
年
ぶ
り

の
復
活
披
露
と
な
っ
た
「
栗
野
磨
欲

踊
り
」
の
復
活
ま
で
の
取
組
み
に
つ

い
て
、
栗
野
磨
欲
踊
り
保
存
会
副
会

長
の
平
山
昭
一
さ
ん
に
よ
る
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
鹿
児
島
県

小
学
生
人
権
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
奨

励
賞
を
受
賞
さ
れ
た
吉
松
小
学
校
２

年
大
浦
乙
姫
さ
ん
に
は
、
人
権
作
文

の
朗
読
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
特
別
講
演
で
は
「
人
生
劇

場　

私
が
主
役
」
と
題
し
て
タ
レ
ン

ト
（
元
Ｍ
Ｂ
Ｃ
南
日
本
放
送
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
）
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

宮
原
恵
津
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
人
生
の
一
日
一
日
を

元
気
に
過
ご
す
た
め
の
秘
訣
や
笑
顔

の
大
切
さ
な
ど
を
体
験
談
と
交
え
な

が
ら
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
話
し
方
で
会

場
中
が
笑
い
で
包
ま
れ
る
楽
し
い
時

間
に
な
り
ま
し
た
。

●
一
般
表
彰
個
人
の
部

【
地
区
公
民
館
活
動
部
門
】

【
青
少
年
育
成
活
動
部
門
】

・池
田　
イ
サ
子

【
青
少
年
育
成
活
動
部
門
】

・中
山　
幸
一
郎

【
文
化・文
化
財
活
動
部
門
】

・南
薗　
賢
二

【
交
通
安
全
活
動
部
門
】

・築
地　
敬
三

●
青
少
年
表
彰
団
体
の
部

・栗
野
中
学
校
音
楽
部

・栗
野
中
学
校
剣
道
部

・吉
松
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

●
青
少
年
表
彰
個
人
の
部

第
31
回
全
九
州
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
優
勝
大
会
出
場

・立
野　
駿
介　

(

栗
野
小
２
年)

第
16
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
出
場

・川
本　
悠
布　

(

栗
野
小
３
年)

・柿
木　
史
翔　

(

吉
松
小
３
年)

第
７
回
九
州
各
県
地
域
選
抜
学
童
軟
式
野
球
in
八
代
大
会
出
場

・福
寿　
大
智　

(

栗
野
小
６
年)

第
24
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
出
場

・老
谷　
木
里　

(

栗
野
中
2
年)

ホ
ー
ク
ス
カ
ッ
プ
中
学
軟
式
野
球
大
会
出
場

・東
上
床
龍
希　

(

栗
野
中
１
年)

・真
方　
康
汰　

(

栗
野
中
１
年)

・真
方　
啓
佑　

(

栗
野
中
３
年)

・亀
澤　
龍
太　

(

栗
野
中
３
年)

・辻　
　
竜
也　

(

栗
野
中
３
年)

・郡
山　
大
輝　

(

吉
松
中
３
年)

第
６
回
全
日
本
女
子
中
学
生
軟
式
野
球
九
州
大
会
出
場

・境
田　
奈
波　

(

吉
松
中
３
年)

高
円
宮
杯
第
68
回
全
日
本
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
出
場

・竹
嵜　
凜　
　

(

栗
野
中
３
年)

第
69
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
カ
ヌ
ー
競
技
）出
場

・田
底　
拓
也　

(

伊
佐
農
林
高
２
年)

第
69
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
女
子
走
幅
跳
）出
場

第
71
回
国
民
体
育
大
会（
少
年
女
子
Ａ
走
幅
跳
）出
場

・川
島　
杏
純　
（
鹿
児
島
高
２
年
）

第
26
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
出
場

・二
渡　
瑛
穂　
（
鹿
児
島
女
子
高
２
年
）

第
69
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（
陸
上
競
技
男
子
１
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー
）出
場

・藤
崎　
圭
祐　
（
鹿
児
島
南
高
３
年
）

第
69
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（
陸
上
競
技
女
子
５
０
０
０
ｍ
競
歩
）出
場

・帖
佐　
有
美　
（
国
分
中
央
高
３
年
）

第
71
回
国
民
体
育
大
会（
弓
道
団
体・個
人
近
的・個
人
遠
的
）出
場

・原
口　
和
樹　
（
加
治
木
工
業
高
３
年
）

第
69
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
空
手
）出
場

・福
原　
翔
太　
（
鹿
児
島
第
一
高
3
年
）

第
12
回
全
国
高
等
学
校
合
同
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
出
場

・村
田　
隼
基　
（
大
口
高
３
年
）

●
表
彰
伝
達

へ
き
地・小
規
模
校
教
育
優
秀
校
表
彰

・上
場
小
学
校　

鹿
児
島
県
学
校
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

優
良
賞

・幸
田
小
学
校　

姶
良・伊
佐
地
区
体
育
協
会
連
絡
協
議
会

体
育
功
労
者
表
彰

・田
原　
　
久

※
児
童・
生
徒
の
学
校
学
年
に
つ
い
て
は
表

彰
当
日
の
も
の
で
す
。
　

栗野磨欲踊り保存会
平山　昭一さん

タレント　宮原　恵津子さん

表彰を受ける郡山　大輝さん

教
育
委
員
会
表
彰

（
敬
称
略
）
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地域包括支援センターだより

元気サポーター
１期生誕生！！

ゆうすい元気体操
普及推進します

を
元気サポーターは

（湧水町オリジナル体操）

11月８日～ 12月15日に，全5回の
『元気サポーター養成講座』を開催しました。 48名

★ 受講者感想 ★　
　　　健康に役立つ情報が得られた。
　　　楽しかった !!
　　　笑顔になれた
　　　元気になれた !!

★ 実技演習 ★
（体操の指導方法）

★ 講義 ★
（体操の効果について）
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元気サポーターが

地域で活躍中！！

下川添地区
ふれあい・いきいきサロン

（お茶飲ん会）

老竹地区
中高年齢者人権福祉生涯学習研修会

笑顔・元気の輪が
広がっています♡

　高齢期を
幸齢期に

＊お問合せ＊　湧水町地域包括支援センター　（役場内）
＜栗野庁舎＞74－3111　　＜吉松庁舎＞75－2111

ゆうすい元気体操
《湧水町オリジナル体操》

♪=体操曲
心も体も

元気になる！！

【効果】
♡ 運動に備えて体をほぐす
♡ 運動中のケガ防止

【効果】
♡ 肩こり予防
♡ 握力の維持・向上
♡ 体幹強化
♡ 姿勢保持・バランス改善

【効果】
♡ つまづき・転倒予防
♡ 立つ・歩く・支える筋肉強化

【効果】
♡ 運動後の疲労回復を早める

【効果】
♡ 噛む力・飲み込む力の維持・向上
♡ だ液の分泌促進
♡ 発音がハッキリする
♡ 表情が豊かになる

♪「ゆうたんソング」

♪「湧水町 町民歌」

♪「たまには田舎へ帰ってきませんか」

♪「頑張れ・栗太郎！」

②筋トレ体操

【効果】
♡ 認知症予防

楽しい！！
（参加者感想）

★ ★

★ ★

★
★

①準備体操

③脳トレ体操

⑤整理体操

④口腔体操

下肢運動（下半身の運動） 脚
あし

が軽く
なった!!

（参加者感想）

上肢運動（上半身の運動）

肩が軽く
なった!!

（参加者感想）
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本
町
に
は
陸
上
自
衛
隊
霧
島
演
習
場

が
あ
り
、
我
が
国
を
防
衛
す
る
こ
と
を

主
た
る
任
務
と
す
る
自
衛
隊
と
は
浅
か

ら
ぬ
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、
本
町
か
ら
２
名
の
若
者
が
自
衛

隊
へ
入
隊
・
入
校
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

３
月
16
日
に
町
自
衛
隊
家
族
会
と
町
自

衛
隊
協
力
会
の
主
催
に
よ
り
自
衛
隊
入

隊
・
入
校
者
壮
行
会
が
吉
松
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
さ
れ
た

自
衛
隊
幹
部
の
方
々
か
ら
「
使
命
感
を

噛
み
し
め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。」
と
激
励
の
こ
と

ば
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回

入
隊
さ
れ
る
の
は
、
陸
上
自
衛
隊
自
衛

官
候
補
生
に
入
隊
さ
れ
た
幸
田
地
区
の

竹
下
利
生
さ
ん
（
写
真
右
）
と
陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
に
入
校
と
な
る
東

中
下
場
地
区
の
山
下
峻
平
さ
ん
（
写
真

左
）
の
２
名
で
、
竹
下
利
生
さ
ん
が
代

表
し
て
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
２
名
は
厳
し
い
訓
練
・
修

学
期
間
を
乗
り
越
え
て
、
自
衛
隊
員
と

し
て
の
資
質
を
養
っ
て
い
か
れ
る
と
思

い
ま
す
。
本
町
出
身
と
い
う
縁
を
大
切

に
し
て
い
た
だ
き
、
困
難
に
ぶ
つ
か
っ

た
時
は
良
き
相
談
者
と
し
て
、
ま
た
互

い
を
高
め
る
良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
生

涯
に
わ
た
っ
て
交
流
を
深
め
て
い
か
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
お
二
人
が
将
来
、

各
方
面
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

自
衛
隊
入
隊
・
入
校
者
壮
行
会

国
民
の
安
心
安
全
を
守
る
！

■
栗
野
小
学
校

　
　

校　
　

長　
　

満
枝　

賢
治　
（
県
保
健
体
育
課
）

　
　

教　
　

諭　
　

毛
利　

秀
喜　
（
開
聞
小
）

　
　

講　
　

師　
　

上
拂　

美
香　
（
非
常
勤
）

■
轟
小
学
校

　
　

教　
　

諭　
　

上
原　

正
美　
（
鴨
池
小
）

　
　

教　
　

諭　
　

福
元　

陽
子　
（
宮
内
小
）

　
　

事
務
職
員　
　

萩
原　

弘　
　
（
安
良
小
）

■
幸
田
小
学
校

　
　

教　
　

諭　
　

木
村
真
貴
子　
（
欠
員
補
充
）

■
上
場
小
学
校

　
　

教　
　

頭　
　

山
口　

幸
三　
（
別
府
小
）

　
　

教　
　

諭　
　

堀　
　

和
代　
（
野
方
小
）

　
　

養
護
教
諭　
　

遠
矢　

祐
美　
（
新
規
採
用
）

　
　

教　
　

諭　
　

松
元　

美
香　
（
欠
員
補
充
）

■
吉
松
小
学
校

　
　

校　
　

長　
　

岩
井
田　

貢　
（
荒
川
小
）

　
　

教　
　

諭　
　

上
野
千
枝
子     

（
青
葉
小
）

　
　

教　
　

諭　
　

中
別
府
祐
子　
（
盈
進
小
）

　
　

教　
　

諭　
　

溝
江　

保
文　
（
月
野
小
）

　
　

講　
　

師　
　

榎
園　

広
樹　
（
大
学
院
代
替
）

■
栗
野
中
学
校

　
　

校　
　

長　
　

田
淵　

省
二　
（
北　

中
）

　
　

養
護
教
諭　
　

清
水　

隆
子　
（
東
市
来
中
）

　
　

教　
　

諭　
　

外
山　

仁
子　
（
組
合
専
従
か
ら
復
帰
）

　
　

教　
　

諭　
　

田
中　

一
絵　
（
欠
員
補
充
）

■
吉
松
中
学
校

　
　

教　
　

頭　
　

宮　
　

明
久　
（
名
柄
中
）

　
　

教　
　

諭　
　

八
木　

誠　
　
（
中
央
中
）

　
　

教　
　

諭　
　

谷
山　

啓
史　
（
新
規
採
用
）

　
　

教　
　

諭　
　
　
　
　

加
奈
子（
喜
界
中
）

　
　

教　
　

諭　
　

田
ノ
上　

晃　
（
再
任
用
）

ようこそ　湧水町へ！
よろしくお願いします。

平成２９年 4 月 1 日付けで町内の小・中学校に配属された教職員の方々を紹介します。
（昨年度に引き続き，同じ学校に勤務される期限付職員等は除いてあります。）
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このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2216）ゆうすいの話題

3
13 九州で初 !! 

かわまちづくり計画
　

こ
れ
ま
で
市
町
が
個
別
に
実
施
し
て
い
た
河

川
環
境
整
備
事
業
を
川
内
川
水
系
一
貫
の
下
に

他
の
自
治
体
と
連
携
し
て
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、流
域
一
帯
で「
か
わ

ま
ち
づ
く
り
計
画
」を
策
定
し
、国
土
交
通
省
に

お
い
て
新
規
登
録
さ
れ
ま
し
た
。本
町
で
は
、平

成
32
年
開
催
の
鹿
児
島
国
体
を
踏
ま
え
た
轟
地

区
の
整
備
を
視
野
に
入
れ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
、

え
び
の
市
湯
田
地
区
、伊
佐
市
曽
木
の
滝
、さ
つ

ま
町
ホ
タ
ル
地
区
、薩
摩
川
内
市
中
心
市
街
地

域
な
ど
と
一
体
と
な
っ
た
河
川
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

3
27 長寿を祝う

　　祝１００歳
　

３
月
に
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
折
田
チ

ヨ
さ
ん（
米
永
地
区
在
住
）を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　

折
田
さ
ん
は
６
人
兄
弟
の
二
女
と
し
て
大
正

６
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、夫
元
次
さ
ん

と
ご
結
婚
さ
れ
、６
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。ご
自
宅
で
は
畑
の
野
菜
作
り
や
庭
い
っ
ぱ
い

に
花
を
育
て
た
り
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

長
生
き
の
秘
訣
は「
子
や
孫
・
ひ
孫
と
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
。」が
一
番
と
の
こ
と
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、さ
ら
に
長
寿
を
重
ね
ら

れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

2
24 ふるさとを偲ぶ

鹿児島湧水会
　

鹿
児
島
市
内
周
辺
の
郷
土
出
身
者
で
組
織
す

る
鹿
児
島
湧
水
会（
会
長
：
上
別
府
満
氏
）総
会

が
開
催
さ
れ
、総
勢
50
名
ほ
ど
の
出
席
の
な
か

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。ふ
る
さ
と
か
ら
離
れ

た
地
域
で
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
で
も
湧

水
町
へ
の
熱
い
想
い
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、故

郷
を
温
か
く
見
守
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。本
町
か

ら
も
町
長
以
下
職
員
が
出
席
し
て
、町
の
近
況

報
告
を
行
い
、出
席
さ
れ
た
方
々
と
の
親
睦
が

図
ら
れ
ま
し
た
。鹿
児
島
湧
水
会
の
ほ
か
、関

東
、中
部
、関
西
、福
岡
に
も
湧
水
会
が
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

平成 28 年度優良少年少女団体
吉松剣道スポーツ少年団

　

吉
松
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
良
少
年
少

女
団
体
と
し
て
、鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
よ
り

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。吉
松
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
、日
頃
よ
り
み
ん
な
で
切
磋
琢
磨

し
、こ
れ
ま
で
全
国
剣
道
大
会
に
３
回
出
場
す

る
な
ど
活
躍
し
、そ
の
成
果
は
他
団
体
の
模
範

と
な
る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。併
せ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
も
活
力
あ
る
ふ
る
さ

と
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。

3
21 北方の水車

田園風景の復活
　

懐
か
し
い
田
園
風
景
を
復
活
さ
せ
、地
域
の

シ
ン
ボ
ル
と
す
る
た
め
、平
成
９
年
頃
に
北
方

地
区
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た「
水
車
」を
再
築
し

ま
し
た
。昔
は
、地
域
の
い
た
る
所
に
土
水
路
等

が
あ
り
、小
魚
や
蛍
が
飛
び
交
う
情
緒
豊
か
な

田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。今
で
は
、

唯
一
北
方
地
区
の
み
に
残
っ
て
お
り
、同
地
区

の
地
域
資
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の

水
車
は
、一
年
を
通
し
て
稼
動
し
続
け
、「
ギ
ー

イ
・
・
ザ
ー
・
・
」と
昔
懐
か
し
い
農
作
業
と
こ
れ

ま
で
必
死
に
農
業
振
興
に
努
め
た
頃
を
思
い
出

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

3
11 ピアノでつなぐ

祈りのハーモニー
　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
６
年
と
な
る
３

月
11
日
に
東
北
地
方
や
鹿
児
島
県
内
な
ど
16
か

所
と
本
町
栗
野
駅
で
一
斉
に
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
、被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
へ
鎮
魂
の
祈
り

を
届
け
ま
し
た
。全
国
各
地
に
集
合
さ
れ
た
皆

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
14
時
46
分
に
被
災
地
を
想

い
黙
祷
を
行
い
、ピ
ア
ノ
の
調
べ
に
乗
せ
て
歌

声
を
重
ね
ま
し
た
。こ
の
取
組
み
は
、震
災
の
翌

年
か
ら
鹿
児
島
県
内
３
か
所
か
ら
始
ま
り
、全

国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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活動内容
　詩吟同好会は，講師の山下繁三郎先生のもとで，腹の底から声を
出し，心ゆくまで，その詩の心，作った人の心を思い吟じます。先
生から褒められた時は，大変嬉しいです。
 また，先生の指導を受けられることに，幸福を感じながら習って
います。
 人前で話すのが苦手な方，ぜひ一緒に吟じましょう。

開 催 日　毎月第2金曜日
開催時間　午後7時３０分～午後9時３０分
開催場所　講師宅
連 絡 先　栗野中央公民館　
　　　　　℡ ７４ - ４３１３

中央公民館作品展示の案内

栗 野 竹細工教室 4月12日～ 5月10日

吉 松 湧水写真クラブ 4月12日～ 5月10日

詩吟同好会

　
短
　
　
歌

こ
け
て
（
こ
ろ
ん
で
）
立
ち
雪
の
深
さ
に
子
供
ら
の
声
は
木こ
だ
ま霊
で
山
々
こ
え
て　
　
　

丹
波　

勝
子

山
桜
猿
投
の
山
中
隠
れ
立
つ
花
芽
も
か
た
い
大
寒
の
頃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笹
田
て
い
子

県
境
の
杉
山
茶
色
に
み
ず
み
ず
し
花
粉
に
悩
む
よ
す
が
は
な
く
て　
　
　
　
　
　
　
　

冨
山　
　

泰

踏
ま
な
い
で
花
壇
の
真
中
に
小
さ
な
芽
寒
さ
に
堪
え
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

美
容
院
出
て
衿
元
の
冷
た
か
り
岳
や
沢さ

わ
ら原
は
雪
し
ら
じ
ら
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
元　

美
子

芽
吹
く
ま
で
静
か
に
眠
り
し
樹
皮
の
中
豊
か
な
居
心
地
繰
り
返
す
春　
　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

「
お
し
っ
こ
が
出
る
よ
う
に
な
り
よ
か
っ
た
ね
」
吾あ

も
よ
か
っ
た
と
病や

み
猫
摩さ
す

る　
　

榎
木
志
津
代

ワ
ヤ
ワ
ヤ
と
枯
草
の
中
に
芽
を
出
せ
り
「
ア
ナ
タ
は
な
ぁ
に
」
と
抜
く
手
を
止
め
り　

木
場　

千
恵

避
妊
処
理
受
け
し
三
毛
猫
陽
留だ

ま

り
に
傷
の
ケ
ロ
イ
ド
頻し
き

り
に
嘗な

め
る　
　
　
　
　
　
　

抜
水
ふ
く
代

庭
先
の
小
松
菜
摘
み
て
き
ざ
み
た
る
ま
な
板
の
音
弾
み
響
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

力
を
問
ふ
春
場
所
来
る
稀
勢
の
里
連
覇
し
た
れ
ば
真
の
横
綱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鬼
塚　

文
雄

雪
の
前
に
八
朔
を
も
ぐ
山
ほ
ど
の
実
り
ふ
く
い
く
と
籠
よ
り
香
る　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中
セ
ツ
子

家
族
初
の
ガ
ン
発
症
に
娘
ら
は
コ
ロ
の
好
物
を
手
に
通
い
来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
三
四
五

主
な
き
郵
便
受
け
に
日
の
さ
し
て
便
り
の
来
る
を
待
ち
居
る
ご
と
し　
　
　
　
　
　
　

原
口　

信
子

寒
い
日
の
炊
事
の
つ
ら
さ
身
に
し
み
る
逝
き
に
し
妻
の
苦
労
偲
ば
る　
　
　
　
　
　
　

久
保　

隆
雄

朽
ち
て
き
し
形
見
の
蒸
籠
に
母
偲
ぶ
ス
ー
パ
ー
に
買
う
赤
飯
の
味　
　
　
　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

真
冬
日
の
狭
間
に
漂
う
温
も
り
に
自
然
の
い
と
な
み
動
き
は
じ
め　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
と
し
子

従
姉
妹
よ
り
何
十
年
ぶ
り
便
り
あ
り
平
戸
に
帰
り
母
の
介
護
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

城　

千
鶴
子

　
川
　
　
柳

筋
ト
レ
の
土
産
か
る
が
る
雛
あ
ら
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

米
を
研
ぐ
明
日
の
命
洗
い
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

芳
子

春
の
香
ま
い
て
窓
辺
の
ヒ
ア
シ
ン
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

節
子

亡
き
夫
四
十
九
日
過
ぎ
涙
捨
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
田
シ
ゲ
子

野
の
花
木
春
は
ま
だ
か
と
上ウ

ワ
ギ皮
脱
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村　

住
義

　
俳
　
　
句

春
し
ぐ
れ
足そ
っ
か下
の
雉き
じ

や
け
た
た
ま
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋　

雪
白

春
め
く
や
駅
に
集
へ
り
郷
土
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

道
草
天
ぷ
ら
お
浸
し
春
の
笑
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

　
薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

来く

い
電
話
「
膝
が
腰こ
　

が
」
ち
皆ひ
と
っ
こ

一
緒
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　

(
唱)
そ
あ
ま
だ
続つ

じ
っ
「
目
が
耳み
ん

が
歯
が
」

草
む
し
い
穴
ん
蛙
び
っ
つ
を
目お

ず覚
ま
せ
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　

(

唱)

啓け
い
ち蟄
ち
ゃ
過
ぎ
た
早は

よ
起
き
れ
つ
し
！

花
見
じ
ゃ
ち
焼し
ょ
つ
び
ん

酎
瓶
の
先さ

き
車く
い

め
積
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　

(

唱)

ビ
ン
の
ば
枕ま
く

れ
後の

ち
ゃ
桜は
な

が
舞も

っ

・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、
毎
月
20
日
ま

で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
読
み
づ
ら
い
熟
語
等
に
は
読
み
仮
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

山
下
繁
三
郎  

先
生

【
お
詫
び
】
先
月
号
の
訂
正

俳
句　
　

長
屋　

雪
白

　
　
　
　

(

誤)

深
春(

た
ん
し
ゅ
ん)

や　
　
　
　

(

正)

探
春(

た
ん
し
ゅ
ん)

や

し
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平成 29 年度
定例おはなし会の予定

開館時間：午前１０時～午後６時　　　　　　　　　
休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　 年末年始（１２/ ２９～１/ ３），特別館内整理期間　　
問合せ先：７４－１８２１

くりの図書館に来てね！

　今年の標語は「小さな本の大きな
世界」です。こどもの読書週間は，「子
どもたちにもっと本を，子どもたち
にもっと本を読む場所を」という願
いから，1959 年に制定されました。
全国の図書館や学校などで，様々な
催しが行われています。

　1950 年のこの日，図書館の設置
や運営に関する法律「図書館法」が
公布されました。これを記念して，
1971 年に「図書館記念日」が制定
されました。

「ちいさな かがくのとも」
（福音館書店／月刊）

　幼い子どもたちがはじめ
て出会う，身近な世界の面
白さや発見がいっぱいの雑
誌です。

　2000 年 4 月 14 日，いきいきセ
ンターくりの郷と共に，くりの図書
館は誕生しました。今年で 17 周年を
迎えます。これまで，のべ 92 万人を
超える方が来館され，約 220 万点の
資料（本や雑誌など）を貸出してき
ました。これからも，多くの方にとっ
て身近で役立つ図書館を目指します。
ご利用よろしくお願いします！

4/23 ～ 5/12
こどもの読書週間

4/14 湧水町
くりの図書館

開館記念日

4/3　図書館記念日

図書館には発見や感動がいっぱい！
本の世界を探検してみよう。

開館記念おはなし会
4 月 22 日（土） 午後 2 時～
場所：図書館おはなしコーナー
内容：読み聞かせサークル「とまと」による

おはなし会。絵本や紙しばい，ふれ
あい遊びなど盛りだくさん！

こどもの日おはなし会
5 月 5 日（金） 午後 2 時～

場所：図書館おはなしコーナー
　　　　　内容：図書館職員による絵本や大型

絵本の読み聞かせ等。みんな
でかぶとの折り紙も作ります。
ご家族でご参加ください！

新 し い 雑 誌 が入りました

○おはなしの森
日時：偶数月・第 3 日曜日 午前 10 時 30 分～
場所：図書館　おはなしコーナー

（職員やボランティアの方による，絵本の読み
聞かせ等）

○ぼくとわたしのおはなしの時間
日時：奇数月・木曜日（1 回） 午後 3 時～
※毎回，図書館や防災無線でお知らせします。
場所：よしまつ　ふれあいの家

（読み聞かせサークル「とまと」による，絵本
の読み聞かせやふれあいあそび等）

ほかにも，夏や秋には，おはなし会など様々なイベントを行います。ぜひご参加ください。



期
日
：
２
月
26
日

場
所
：
霧
島
市
溝
辺

準
優
勝　

湧
水
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

期
日
：
３
月
４
日

場
所
：
国
分
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

▼
男
子
小
学
２
年　

１
０
０
ｍ

　

第
３
位　

中
島　

弘
裕　

17
秒
０

　

第
４
位　

中
水
流
快
晴　

17
秒
５

　

第
５
位　

肥
後　

栞
太　

18
秒
８

▼
女
子
小
学
１
年　

１
０
０
ｍ

　

第
２
位　

坂
口　

凛
乃　

20
秒
２

▼
女
子
小
学
２
年　

１
０
０
ｍ

　

第
２
位　

新
園　

ゆ
あ　

17
秒
９

　

第
３
位　

脇
田　

凜
音　

18
秒
２

　

第
４
位　

小
川　

楓
香　

21
秒
０

▼
女
子
小
学
３
年　

１
０
０
ｍ

　

第
５
位　

岩
下　

心　
　

17
秒
１

　

第
６
位　

神
田　

愛
果　

17
秒
２

▼
女
子
小
学
４
年　

１
０
０
ｍ

　

第
３
位　

上
野
愛
李
沙　

15
秒
６

　

第
６
位　

肥
後　

果
凛　

16
秒
４

▼
女
子
小
学
５
年　

１
０
０
ｍ

　

第
６
位　

水
元　

理
緒　

16
秒
７

　

第
６
位　

竹
野
い
さ
な　

16
秒
７

▼
女
子
小
学
６
年　

１
０
０
ｍ

　

第
５
位　

大
熊　

朋
佳　

14
秒
９

▼
小
学
５
年
男
子
走
幅
跳

　

第
６
位　

恒
岡　

空　
　

３
ｍ
09
㎝

▼
小
学
３
・
４
年
女
子
走
幅
跳

　

第
２
位　

上
野
愛
李
沙　

３
ｍ
00
㎝

　

第
３
位　

肥
後　

果
凛　

２
ｍ
75
㎝

　

第
４
位　

西　
　

春
乃　

２
ｍ
73
㎝

　

第
６
位　

野
本　

彩　
　

２
ｍ
45
㎝

▼
小
学
５
年
女
子
走
幅
跳

　

第
３
位　

脇　
　

七
美　

３
ｍ
11
㎝

▼
小
学
６
年
女
子
走
幅
跳

　

第
２
位　

大
熊　

朋
佳　

３
ｍ
83
㎝

　

第
３
位　

野
本　

咲　
　

３
ｍ
46
㎝

　

第
５
位　

松
山　

花
美　

３
ｍ
26
㎝

▼
小
学
１
・
２
年
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

第
２
位　

栗
野
陸
上　

１
分
15
秒
59

　
　
　
　

（
西　
　
寿
真
、
中
島　

弘
裕
、

　
　
　
　
　

肥
後　

栞
太
、
中
水
流
快
晴
）

▼
小
学
１
・
２
年
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

第
１
位　

栗
野
陸
上　

１
分
17
秒
34

　
　
　
　

（
新
園　
ゆ
あ
、
脇
田　

凜
音
、

　
　
　
　
　

小
川　

楓
香
、
坂
口　

凛
乃
）

▼
小
学
３
・
４
年
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

第
３
位　

栗
野
陸
上
Ａ　

１
分
８
秒
08

　
　
　
　

（
肥
後　

果
凛
、
上
野
愛
李
沙
、

　
　
　
　
　

西　
　

春
乃
、
脇
田　

紗
彩
）

　

第
６
位　

栗
野
陸
上
Ｂ　

１
分
11
秒
19

　
　
　
　

（
神
田　

愛
果
、
岩
下　

心
、

　
　
　
　
　

正
竹　

琉
愛
、
野
本　

舞
）

▼
小
学
５
・
６
年
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

第
５
位　

栗
野
陸
上
Ａ　

１
分
２
秒
82

　
　
　
　

（
恒
岡　
　

空
、
松
山　

花
美
、

　
　
　
　
　

野
本　
　

咲
、
大
熊　

朋
佳
）

（
※
所
属
は
全
て
栗
野
陸
上
）

期
日
：
３
月
19
日
～
20
日

場
所
：
薩
摩
川
内
市

【
個
人
戦
】

▼
小
学
１
・
２
年
女
子
の
部

　

第
３
位　

宮
園
留
梨
子
（
栗
野
小
２
年
）

▼
小
学
５
・
６
年
女
子
の
部

　

第
１
位　

有
田
こ
こ
ろ
（
吉
松
小
６
年
）

▼
中
学
１
・
２
年
男
子
の
部

　

第
２
位　

大
田　

一
心
（
栗
野
中
２
年
）

【
団
体
戦
】

▼
小
学
４
年
生
以
下
の
部

　

敢
闘
賞
（
ベ
ス
ト
８
）

　
　

勝
栗
道
場
Ａ

　
　
　
　
　

福
永　

椿　

（
栗
野
小
４
年
）

　
　
　
　
　

鍋
倉　

玲
矢
（
栗
野
小
３
年
）

　
　
　
　
　

久
木
崎
ゆ
い
の
（
轟
小
４
年
）

　
　
　
　
　

喜
多
田
宗
二
郎
（
栗
野
小
３
年
）

　
　
　
　
　

宮
園
真
唯
子
（
栗
野
小
４
年
）

▼
中
学
生
男
子
の
部

　

優　

勝　

栗
野
中
学
校

　
　
　
　
　

前
田　

貫
太
（
栗
野
中
２
年
）

　
　
　
　
　

畠
中　

健
多
（
栗
野
中
１
年
）

　
　
　
　
　

久
木
崎
武
尊
（
栗
野
中
２
年
）

　
　
　
　
　

石
本　

柊
平
（
栗
野
中
２
年
）

　
　
　
　
　

大
田　

一
心
（
栗
野
中
２
年
）

▼
中
学
生
女
子
の
部

　

第
３
位　

栗
野
中
学
校

　
　
　
　
　

宮
園
理
紗
子
（
栗
野
中
１
年
）

　
　
　
　
　

立
岩　

真
白
（
栗
野
中
２
年
）

　
　
　
　
　

田　
　

妃
菜
（
栗
野
中
１
年
）

　
　
　
　
　

池
田　

凜　

（
栗
野
中
２
年
）

　

敢
闘
賞
（
ベ
ス
ト
８
）

　
　

吉
松
中
・
加
世
田
中
・
横
川
中
合
同

　
　
　
　
　

二
渡　

舞
琴
（
吉
松
中
１
年
）

　
　
　
　
　

野
中　

愛　

（
吉
松
中
１
年
）

期
日
：
３
月
12
日

場
所
：
鴨
池
陸
上
競
技
場

▼
中
学
・
高
校
・
一
般
男
子
走
高
跳

　

第
１
位　

上
別
府
剛
志　

２
ｍ
10
㎝

　
　
　

（
九
州
共
立
大
２
年
：
上
場
地
区
）

▼
高
校
・
一
般
男
子
や
り
投

　

第
４
位　

中
城　

佑
太　

48
ｍ
30
㎝

　
　
　

（
加
治
木
工
高
１
年
：
鶴
丸
地
区
）

▼
高
校
男
子
砲
丸
投

　

第
８
位　

中
城　

佑
太　

８
ｍ
88
㎝

Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
．

Ｕ-
９
サ
ッ
カ
ー
大
会

第
16
回
国
分
ジ
ュ
ニ
ア
お
別
れ

陸
上
交
流
大
会

第
２
回
県
陸
協

強
化
・
普
及
記
録
会

第
40
回
新
田
神
社
奉
納

少
年
剣
道
大
会

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）
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霧
島
・
湧
水
地
区

新
聞
よ
む
の
び
コ
ン
ク
ー
ル

主　
　

催
：
南
日
本
新
聞
霧
島
・

　
　
　
　
　

湧
水
地
区
南
日
会

表
彰
期
日
：
平
成
29
年
２
月

湧
水
町
長
賞

　

神
田　

愛
心　

（
栗
野
小
５
年
）

○
生
活
の
一
部
。
で
も
…
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
か

れ
る
大
人
た
ち

湧
水
町
教
育
長
賞

　

下
戸　

悠
太
郎
（
轟
小
４
年
）

○
ロ
ボ
ッ
ト
の
心

販
売
所
長
賞

　

福
永　

旺
祐　

（
栗
野
小
６
年
）

○
人
口
知
能
の
未
来

※
学
年
つ
い
て
は
、
大
会
当
時
の
も
の
で
す
。
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就学援助・就学奨励制度のお知らせ
１，就学援助（要保護・準要保護児童生徒就学援助費）について

　小中学校に在籍する児童生徒の家庭を対象に，就学が経済的理由によりお困りの保護者に対して学用
品費や学校給食費などの援助を行っています。

（１）　対象者

① 生活保護受給世帯
② 生活保護が停止または廃止となった世帯
③ 町民税非課税世帯
④ 児童扶養手当受給世帯で町民税所得割非課税世帯

（２）　援助の種類と支給額

※　医療費は学校保健安全法施行令第８条に定める疾病（う歯，結膜炎など）が対象となります。
※　生活保護受給世帯は修学旅行費，医療費のみの支給となり，その他の費目は生活保護費から支給さ
れます。なお，申請の手続き等の必要はありません。

（３）　申請手続き

　申請書は４月に各小中学校より各家庭へ配布されますので，申請の提出方法について確認方お願い
します。なお，家庭状況の変化などの理由により年度途中でも申請ができます。

２，就学奨励（特別支援教育就学奨励費）について

　小中学校に在籍する児童生徒の家庭で次のいずれかに該当する児童生徒の保護者に対して，世帯の
所得に応じて学用品費や学校給食費などの「特別支援教育就学奨励費」の支給を行っています。なお，
申請手続き等については教育委員会管理課より別途お知らせいたします。

① 特別支援学級に在籍している児童生徒
② 通常学級，通級指導教室に在籍している障害のある児童生徒

※ 就学援助と就学奨励は就学援助が優先されます。

問い合わせ先 湧水町教育委員会　管理課　℡　７５－２１４２（内線３２０６）

区　　　分 小　　学　　校 中　　学　　校
学用品費 11,420 円 22,320 円
通学用品費（２学年以上） 2,230 円 2,230 円
新入学児童生徒学用品費（１学年対象） 40,600 円 47,400 円
校外活動費（宿泊を伴わない） 1,570 円 2,270 円
修学旅行費 実費の２分の１ 実費の２分の１
学校給食費 実費の２分の１ 実費の２分の１
医療費 実費 実費
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　みなさん、お元気でしょうか？町中で咲いている桜を見て，ついに春がやってき
たと実感しました。みなさんはもう花見に行かれたでしょうか？また，新しい学年
が始まったばかりということで，学生のみなさんと再会するのを楽しみにしていま
す。今年度のレッスンをみなさんにもっと楽しんでもらえるように頑張ります。
　３月は熊本県を探検し，観光客があまり行かないようなところを回ってきまし
た。まずは八代市に行ってみました。八代宮は，聞いたとおりの美しい神社でした。
海岸沿いの道を歩きながら八代海を眺めるのはとても気持ちよく，港を出入りして
いる船を見ていると，その昔横須賀の基地に住んでいた頃を思い出しました。港はとても賑わっていて驚きまし
たが，船が多く出入りしていることは，九州の経済にいいことではないかと思いました。周りの地域は八代に負
けないくらい綺麗で，車の窓を開けて春の風を感じながらドライブするのはとても気持ちよかったです。
　また，先月は鹿児島県の他のＡＬＴたちと一緒に，曽於市でキャンプをしました。キャンプ場には，ジップライ
ンがあって，一日中ジップラインに乗ってとても楽しく過ごしました。アウトドアな遊びが好きな方にぜひオス
スメしたいです。ジップラインとは，滑車のついたハーネスという装備を使って，木々の間に張られたロープを
滑り降りる遊びです。とても簡単で，体力があまりなくても十分楽しめます。ジップラインに楽しく乗っている
子供や年寄りの方もたくさんいました。キャンプ場のスタッフのみなさんがとても親切で，ジップラインで森の
中を飛び回りながら，友達といい思い出ができました。その夜は，おいしいものを食べながら楽しく話し，綺麗な
星空の下でキャンプしました。日本で過ごして面白かったことや学校で試してきたレッスンのことを話し合い
ました。
　今回は以上になりますが，次もぜひ楽しみにしてください。

八代とキャンプについて

フュージョン料理について
　Fusionという英語は，「融合」または「溶解」という意味を持っていますが，「フュージョン料理」はその名前の
通り，複数の国の食文化が「融合」して生み出された料理や特定の国のものと分類するのが難しい料理のことを
指します。「多国籍料理」や「無国籍料理」とも呼ばれています。日本の場合，明治時代横浜などの国際貿易港から
入った中国のラーメンやイギリスの洋風カレーは時間が経つにつれて独自の進化を遂げ，もはや中華料理・イギ
リス料理ではなく，日本のフュージョン料理と呼べるのではないでしょうか。オーストラリアは，特に東海岸で
多くの移民が暮らしているため，多国の食文化を取り入れたフュージョン料理が豊富です。今回紹介したいのは
そんな料理の一つで，中国の広東地域のレシピをベースにしたイカのピリ辛から揚げです。オーストラリアのカ
フェなどの定番の料理で，地中海近辺の国でよく食べられているアイオリというにんにく入りのマヨネーズに
つけて食べると美味しいです。ぜひ家で作ってみてください。

トマスの湧水記

オーストラリアのフュージョン料理
「イカのピリ辛から揚げとアイオリソース」

(英：Salt and Pepper Squid with Aioli）

【アイオリソースの作り方】
準備：にんにくをつぶす。
❶すべての材料をボウルに入れ，泡立て器で混ぜて，完成。

材料（4人前）
【イカのから揚げ】
イカ………200gぐらい
山椒………小さじ1/2 ～ 1杯
塩…………適量
卵…………1個
片栗粉……1カップ
赤唐辛子…1本
にんにく…2片
小ねぎ……1房

【アイオリソース】
マヨネーズ…1/2カップ
にんにく……1片
レモン汁……25cc
塩胡椒………適量

【から揚げの作り方】
準備：唐辛子，小ねぎとにんにくを細かくスライスする。卵を
割り，黄身と白身に分ける。
❶イカの体を開くように縦に切り，内臓を取る。全体の5mm

ごとに切り目をつけ，イカを一口サイズに切る。下足を約
５㎝の長さに切る。

❷山椒をフライパンに入れ，弱火にかける。香ばしくなるま
で(3 ～ 4分）温め，火を止め，少し冷やす。

❸②と塩をすり鉢に入れ，細かい粉になるまでつぶす。
❹油を鍋に入れ，180℃に予熱する。
❺卵白をボウルに入れ，ハンドミキサーで泡立てる。①のイ

カを入れ，混ぜる。
❻イカを片栗粉につけ，両側をまんべんなく覆うようにす

る。１つずつ④に入れ，３分ほど揚げる。
❼大さじ１ぐらいを残すように，油を切る。鍋を中火にかけ，

唐辛子，ねぎ，にんにくを入れ，カリカリになるまで(2分ほ
ど)炒める。イカを入れ，③をふりかけ，かるく混ぜる。
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国
保
だ
よ
り

問い合わせ先
保健衛生課（栗野庁舎）　TEL：７４－３１１１（内線2123）　　
住民福祉課（吉松庁舎）　TEL：７５－２１１１（内線3113）
栗野保健センター　　　TEL：７４－３１２０

平成 29 年度

特定健康診査のご案内
　保健センターより健康診査・がん検診等の申込書を配布しています。申し込みをされていない方は
まだ受け付けていますので保健センターまでお持ちください。また，電話での申し込みも受け付けて
いますので、そちらもご利用ください。

～なぜ，毎年受けることが大切なの？～

　特定健診は，生活習慣病や，その前兆であるメタボリックシンドローム
を早期に発見・改善するために実施しています。自分では自覚できない症
状や忍び寄る病気を見逃さないためにも，定期的な受診が必要です。

特定健診は１年に１回受診しましょう

自分では異常に気づけない

　生活習慣病は進行するまで自
覚症状がなく，「沈黙の病気」と
呼ばれています。「体調がいいか
ら健康」と思っていても，体の
中では異常が進行していること
があります。

早期発見・対処が時間も
お金も 1番かからない

　生活習慣病を発症してからの
対処だと，治りにくく，病気が
重症化しやすくなります。病気
を発症して，後遺症が出たり，
万一命を失ったら，いくら後悔
しても取り返しがつきません。

異常を早期に発見する
目安は 1年！

　早期発見・対処が生活習慣病予
防で重要ですが，1 年以上間をあ
けると知らず知らず異常が進行し，
早期発見の時期を過ぎてしまう恐
れがあります。健診を健康づくり
のバロメーターにしましょう。

特定健診の受け方
①予　約

③結果 /
　情報提供

②受　診

申込書で申し込みをします。
案内や受診券が届きますので，日程を確認してください。（当日受付も可）

○メタボのリスクの判定結果をお渡しします。
○健診結果の見方や生活習慣病の基本的な知識など，
生活習慣を見直すきっかけとなる情報提供が行われます。

保険証と受診券を持って，特定健診を受けます。
こんな検査を受けます。

※医師の判断により，眼底検査，貧血検査が実施される場合もあります。

腹 囲 測 定 おへその高さで測ります
身 体 計 測 身長・体重・BMI
血 圧 測 定 収縮期血圧／拡張期血圧

採 　 血 空腹時血糖（BS）・HbA1c・中性脂肪・HDL コレステロール・
LDL コレステロール，AST(GOT)・ALT(GPT)・γ ‐ GT( γ ‐ GTP)

採 　 尿 尿糖・尿たんぱく・尿潜血
問 　 診 健康状態・喫煙歴・服薬の有無・既往症等の確認

リスク判定のもとになるのは？

腹囲または BMI による「肥満」判定＋血糖の異常 / 血圧の異常 / 血中脂質の異常 / 喫煙歴

対象となった人には「特定保健指導」が行われます。
メタボのリスクが高いと判定された人が対象です。保健師，管理栄養士などの専門家から生活習慣改善や
健康づくりに関するサポートやアドバイスを受けられます。
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発見楽しみ工房
　申込は，当日の申込の他 , 電話・ＦＡＸによる事前の申込もできます。
その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。

第193回 「カンナ屑で造花をつくろう」
　ヒノキ，スギなどのカンナ屑を使い，造花を作ります。バラやカーネー
ションなどの花がつくれます。
日　時／平成29年4月29日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／斎藤　俊（鹿児島県立隼人工業高等学校）
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。)
参加料／入園料の他に200円

平成 29 年 3 月（第 192 回）の
発見楽しみ工房の制作風景

霧島アートの森の野平学芸専門員と一緒に，写真を立体的に見
せるシャドーボックスを作りました。

【お問い合わせ先】霧島アートの森　☎ 74 － 5945

　毎年 5 月 5 日の「子どもの日」から 1 週間を「児童福祉週間」と定めています。

　子どもたちが健やかに育つこと，これは社会の宝である子どもたちに対する国民全体の願い

であり，すべての子どもが家庭や地域において，豊かな愛情に包まれながら，夢と希望をもって，

未来の担い手として，個性豊かに，たくましく育っていけるような環境・社会を作っていくこ

とが重要です。

　子どもの将来が生まれ育った環境によって左右されることのないよう，経済的に厳しいひと

り親家庭等への支援の充実，社会的養護の推進及び児童虐待防止策の強化に取り組み，子ども

が健やかに育つための総合的な対策を進めていきます。

　子どもの健やかな成長，子どもや家庭を取り巻く環境について，国民全体で考えることを目

的に，各種事業及び行事を展開することにより，児童福祉の理念の一層の周知と子どもを取り

巻く諸問題に対する社会的関心の喚起を図るものです。

【問い合わせ先】
栗野庁舎　福　祉　課　℡：74-3111（内線 2116）
吉松庁舎　住民福祉課　℡：75-2111（内線 3118）

平成29年度「児童福祉週間」
5月5日（金）から5月11日（木）まで
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「
平
成
29
年
全
国
戦
没
者
追
悼

式
」参
列
遺
族
の
募
集

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
を

希
望
さ
れ
る
遺
族
の
方
を
募
集
し
ま

す
。

▼
期
日・場
所

○
８
月
15
日（
火
）※
前
日
か
ら
の
団

体
行
動
に
な
り
ま
す
。

○
日
本
武
道
館（
東
京
都
）

▼
対
象
者

　

戦
没
者
の
配
偶
者
及
び
三
親
等
内

の
遺
族
、ま
た
は
一
般
戦
災
死
没
者

の
配
偶
者
及
び
三
親
等
内
の
遺
族
※

過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い
方
を

優
先
し
ま
す
。ま
た
、次
世
代
へ
の
継

承
と
し
て
、18
歳
未
満
の
遺
族
も
募

集
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間

　

５
月
１
日（
月
）
～
31
日（
水
）

ま
で

▼
募
集
人
員

　

65
人（
多
数
の
場
合
は
選
考
）

▼
申
込
先

吉
松
庁
舎
住
民
福
祉
課

栗
野
庁
舎
福
祉
課

▼
問
合
せ
先

吉
松
庁
舎
住
民
福
祉
課

☎
０
９
９
５
‐
７
５
‐
２
１
１
１　
　
　
　
　

（
内
線
３
１
１
５
）

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

　

経
済
産
業
省
で
は
、工
業
統
計
調

査
を
平
成
29
年
６
月
１
日
時
点
で
実

施
し
ま
す
。本
調
査
は
、製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
に
１
年
間
の
生
産

活
動
に
伴
う
製
造
品
の
出
荷
額
、原

材
料
使
用
額
な
ど
を
調
査
し
、製
造

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
本
調
査

は
、国
の
重
要
な
調
査
で
あ
り
、調
査

結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興

な
ど
国
及
び
地
域
行
政
施
策
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま

す
。調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業

所
に
は
、本
年
５
月
中
旬
か
ら
６
月

に
か
け
て
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し

ま
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
、統
計
作
成
の
目
的
以
外（
税
の

資
料
な
ど
）に
使
用
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。調
査
の
趣
旨
・
必

要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、ご
回
答

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

○
栗
野
庁
舎
企
画
課

☎
０
９
９
５
‐
７
４
‐
３
１
１
１　
　
　
　
　

（
内
線
２
２
６
２
）

○
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.m

eti.go.jp/
statistics/

Infomation

　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

職
員
異
動
表

[

退
職]	

平
成
29
年
３
月
31
日
付

郡
山　

学（
総
務
課
）

[

異
動]	　

平
成
29
年
４
月
１
日
付

【
総
務
課
】

総
務
課
長

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　
　
　
　
　

田
方　

利
郎　
　
（
福
祉
課
）

主
幹
兼
総
務
係
長

亀
田　

尚
宏　
　
（
総
務
課
）

行
政
改
革
推
進
係
長
兼
文
書
広
報
係
長

　
　
　
　
　

廣
瀬　

孝
尚（
議
会
事
務
局
）

主
査　
　
　

仮
屋　

省
吾　
　
（
福
祉
課
）

【
企
画
課
】

主
任　
　
　

若
松　

紀
恵　
　
（
企
画
課
）

【
税
務
課
】

税
務
課
長
補
佐
兼
固
定
資
産
税
係
長

竹
嵜　

博
輝　
　
（
住
民
課
）

主
幹
兼
管
理
収
納
係
長　

迫
間　

裕
二　
　
（
管
理
課
）

【
商
工
観
光
課
】

ア
ー
ト
の
森
係
長（
鹿
児
島
県
文
化
振
興
財
団
派
遣
）

　
　
　
　
　

植
林　

能
央（
保
健
衛
生
課
）

【
住
民
課
】

住
民
課
長
補
佐田

底　

博
之（
保
健
衛
生
課
）

【
福
祉
課
】

福
祉
課
長　

大
薄　

慎
一（
住
民
福
祉
課
）

主
幹
兼
社
会
福
祉
係
長　

桐
野　

博
文　
　
（
税
務
課
）

主
査　
　
　

池
田　

寛
知（
生
涯
学
習
課
）

主
査　
　
　

木
場　

直
美（
福
祉
課
）

主
事（
姶
良
伊
佐
地
区
介
護
保
険
組
合
派
遣
）　　
　
　
　
　

永
野　

友
紀　
　
（
住
民
課
）

【
保
健
衛
生
課
】

保
健
衛
生
課
長
補
佐
兼
環
境
衛
生
係
長　

竹
中　

良
一　
　
（
税
務
課
）

主
幹
兼
健
や
か
推
進
室
長
兼
地
域
保
健
係

長
兼
健
康
推
進
係
長

　
　
　
　
　

宮
田　

宏
紀

（
く
り
の
図
書
館
事
務
局
）

主
幹
兼
国
民
健
康
保
険
係
長

　
　
　
　
　

本
村　

初
美　
　
（
会
計
課
）

【
農
林
課
】

農
林
課
長
補
佐
兼
畜
産
係
長　
　
　

亀
澤　

武
志（
農
林
土
木
課
）

農
林
課
長
補
佐
兼
農
村
振
興
係
長

　
　
　
　
　

寺
園　

浩
二　
　
（
農
林
課
）

林
務
係
長　

徳
永　

徹
郎　
　
（
建
設
課
）

主
幹
兼
農
政
係
長

山
口　

博
仁（
商
工
観
光
課
）

主
任　
　
　

中
尾　

香　
　
　
（
農
林
課
）

【
都
市
計
画
課
】

都
市
計
画
課
長
補
佐
兼
工
務
補
償
係
長　

深
野　

慎
二　
　
（
建
設
課
）

主
任　
　
　

磨
井　

康
博　
　
（
住
民
課
）

【
建
設
課
】

建
設
課
長
補
佐　
　

駒
走　

健
一（
都
市
計
画
課
）

主
幹
兼
公
共
土
木
係
長

　
　
　
　
　

森
山　

誠　
　
　
（
農
林
課
）

農
業
土
木
係
長山

﨑　

英
俊（
農
林
土
木
課
）

【
地
域
総
務
課
】

地
域
総
務
課
長
補
佐
兼
吉
松
駅
周
辺
開
発
室
長

　
　
　
　
　

二
渡　

義
郎（
地
域
総
務
課
）

地
域
総
務
係
長大

倉
野　

亮（
保
健
衛
生
課
）

主
事
補　
　

丸
山　

僚
太（
都
市
計
画
課
）

【
住
民
福
祉
課
】

住
民
福
祉
課
長　
　

田
底　

敏
郎　
　
（
管
理
課
）

主
査　
　
　

野
口
真
由
美（
住
民
福
祉
課
）

【
農
林
土
木
課
】

農
林
土
木
課
長
補
佐
兼
土
木
係
長
兼
農
林
係
長

　
　
　
　
　

寺
師　

弘
祐（
商
工
観
光
課
）

【
会
計
課
】

会
計
係
長　

宮
田　

明
恵　
　
（
福
祉
課
）

【
議
会
事
務
局
】

議
事
係
長（
監
査
委
員
書
記
）

　
　
　
　
　

坂
口　

徹　
（
地
域
総
務
課
）

【
教
育
委
員
会
管
理
課
】

事
務
局
次
長
兼
管
理
課
長

　
　
　
　
　

雪
松　

和
幸（
生
涯
学
習
課
）

主
幹
兼
学
校
教
育
係
長

　
　
　
　
　

羽
祢
田　

浩
二　
（
管
理
課
）

学
校
給
食
係
長岩

下　

浩
也（
地
域
総
務
課
）

主
査
兼
栗
野
幼
稚
園
教
諭

　
　
　
　

屋　

の
ぶ
よ

（
栗
野
幼
稚
園
）

【
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
】

生
涯
学
習
課
長　
　

竹
中　

浩（
農
林
課
）

生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
国
体
準
備
室
長

岩
下　

陽
一（
生
涯
学
習
課
）

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
長
兼
国
体
準
備
係
長

　
　
　
　
　

種
子
田
武
士（
生
涯
学
習
課
）

主
査　
　
　

新
園　

裕
也　
　
（
農
林
課
）

主
事　
　
　

児
玉　

美
咲　
　
（
福
祉
課
）

【
教
育
委
員
会
く
り
の
図
書
館
事
務
局
】

事
務
局
長
補
佐
兼
奉
仕
係
長

　

川
島　

洋
隆　
　
（
総
務
課
）

主
事
補　
　

園
田　

晃
之
介　
（
総
務
課
）

[

再
任
用]

【
管
理
課
】

栗
野
幼
稚
園
主
任
教
諭

　
　
　
　
　

田
中　

律
子

[

新
規
採
用]

福
祉
課　
　
　

主
査　
　

髙
木　

尚
佳　

福
祉
課　
　
　

主
査　
　

田
上　

い
づ
み　

保
健
衛
生
課　

主
査　
　

野
々
下　

理
香　

住
民
課　
　
　

主
任　
　

肱
岡　

直
樹　

住
民
課　
　
　

主
事　
　

梯　

あ
ゆ
み　

総
務
課　
　
　

主
事
補　

藤
山　

渉　

商
工
観
光
課　

主
事
補　

上
新
原　

玲
旺

地
域
総
務
課　

主
事
補　

牧
野
田　

大
騎
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4/19 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 5/3 水 　　休館日

4/20 木 5/4 木 　　休館日

4/21 金 資源ごみ収集日（川西地区） 5/5 金
　　こどもの日おはなし会（14:00 ～）
　　図書館おはなしコーナー
資源ごみ収集日（川西地区）

4/22 土 　　開館記念おはなし会（14:00 ～）
　　図書館おはなしコーナー 5/6 土

4/23 日 5/7 日

4/24 月
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約
　　休館日

5/8 月 　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）※要予約
　　休館日

4/25 火
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30 ～ 15：00
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・西下場地区）

5/9 火 資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・西下場地区）

4/26 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 5/10 水
　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00）
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍聴で
きます。（一部非公開の場合もあります。）

4/27 木
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）
　　休館（館内整理日）

5/11 木
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）
　　母子相談（受付14：00 ～ 14：30）※時間厳守

4/28 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（川東地区）

5/12 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（川東地区）

4/29 土 　　休館日 5/13 土

4/30 日 5/14 日

5/1 月 　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）※要予約
　　休館日 5/15 月

　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）※要予約
　　休館日
　　休館日

5/2 火 資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区） 5/16 火 資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

吉中公

催し物
コーナー

公民館学級活動紹介パネル展　（４月２０日～５月８日）

湧画会作品展　（５月１１日～６月５日）

◀
町
民
ホ
ー
ル



21 　広報 ゆうすい  Vol. 145　2017.4

  

4 月２３日（日）
　ひらしまクリニック　74 － 2800
　くるみ薬局　　　　　74 － 5869
4 月２９日（土）
　林内科　　　　　　　72 － 1818
　サン調剤薬局　　　　72 － 1800
4 月３０日（日）
　春田医院　　　　　　76 － 0053
5 月 3日（水）
　林内科医院　　　　　75 － 2047
　ピアノ薬局　　　　　75 － 4526

5 月 4日（木）
　伊東内科クリニック　72 － 9088
　タイガー薬局　　　　64 － 6700
5 月 5日（金）
　田代医院　　　　　　74 － 2075　　　　
　アクア薬局　　　　　74 － 1078
5 月 7日（日）
　大庭医院　　　　　　76 － 1984
　寺脇薬局　　　　　　76 － 2008

日曜・祝日在宅医（薬局）（4・5月）

3
月
3
日
（
金
）

・
町
土
地
開
発
公
社
理
事
会

・
町
医
師
会
と
の
打
ち
合
わ
せ
会

3
月
4
日
（
土
）

・
轟
地
区
そ
ば
打
ち
体
験
学
習

3
月
5
日
（
日
）

・
町
生
涯
学
習
大
会

・
上
馬
場
オ
バ
ッ
チ
ョ
踊
り
及
び
栗
野

磨
欲
踊
り
保
存
会
総
会

3
月
7
日
（
水
）

・
町
吉
松
土
地
改
良
区
通
常
総
代
会

3
月
9
日
（
木
）

・
町
功
労
者
（
亀
澤
實
育
氏
）
葬
儀
参
列

3
月
11
日
（
土
）

・
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
お
披
露
目
式
及

び
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
で
つ
な
ぐ
祈

り
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

3
月
12
日
（
日
）

・
長
谷
地
区
総
会

3
月
13
日
（
月
）

・
宮
崎
県
体
育
協
会
副
会
長
来
庁
対
応

・
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
登
録
に
伴

う
登
録
書
伝
達
式

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員
会

3
月
14
日
（
火
）

・
栗
野
中
学
校
卒
業
式

・
町
栗
野
土
地
改
良
区
通
常
総
代
会

3
月
15
日
（
水
）

・
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
み
の
り

卒
園
式

・
自
治
会
長
会

・
区
長
会

3
月
16
日
（
木
）

・
自
衛
隊
入
隊
・
入
校
者
壮
行
会

・
町
消
防
団
幹
部
会

3
月
17
日
（
金
）

・
栗
野
幼
稚
園
卒
園
式

3
月
18
日
（
土
）

・
か
が
や
き
保
育
園
卒
園
式

3
月
19
日
（
日
）

・
川
内
川
上
流
漁
業
組
合
通
常
総
会

3
月
21
日
（
火
）

・
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議
会

・
県
町
村
会
次
長
来
庁
対
応

・
町
交
通
安
全
協
会
吉
松
支
部
総
会

3
月
22
日
（
水
）

・
町
春
季
畜
産
共
進
会

3
月
23
日
（
木
）

・
轟
小
学
校
卒
業
式

・
え
び
の
市
・
湧
水
町
自
然
環
境
保
全

推
進
連
絡
協
議
会
研
修
会

3
月
24
日
（
金
）

・
県
家
畜
畜
産
物
衛
生
指
導
協
会
理
事
会

・
姶
良
・
伊
佐
地
域
農
業
農
村
整
備
推

進
協
議
会
総
会

3
月
25
日
（
土
）

・
心
光
保
育
園
卒
園
式

・
下
北
方
長
寿
会
通
常
総
会

3
月
26
日
（
日
）

・
え
び
の
駐
屯
地
観
桜
会

3
月
27
日
（
月
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
折
田
チ
ヨ
氏
（
米
永
地
区
在
住
）

1
0
0
歳
到
達
お
祝
い

・
湧
水
霧
島
ア
ー
ト
な
旅
推
進
協
議
会

総
会

3
月
28
日
（
火
）

・
議
会
本
会
議

・
県
観
光
地
所
在
町
村
協
議
会
総
会

3
月
29
日
（
水
）

・
長
谷
地
区
長
寿
会

・
長
谷
分
団
消
防
自
動
車
納
車
祝
い

3
月
30
日
（
木
）

・
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

・
町
内
医
療
機
関
と
の
協
議

3
月
31
日
（
金
）

・
町
職
員
辞
令
交
付
式

町
長
動
静

　
　
（
3
月
１
日
～
31
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

岩イ
ワ
ト戸　

明ア
カ
リ梨　
　
　

 

和
志　
　

 

新
町

田タ
ナ
カ中　

冴エ

マ茉　
　
　

 

祐
馬　
　

 

宮
前

坂サ
カ
グ
チ口　

愛エ

マ茉　
　
　

 
豊　
　

 　

宮
前

新シ
ン
プ
ク福　

涼リ
ョ
ウ
タ太　
　
　

 
慎
也 　
　

新
替
団
地

安ヤ
ス
ヤ
マ山　

楓フ
ウ
ト人　

 　
　

竜
二　
　

 

新
市
原

（
平
成
29
年
３
月
届
出
分
）

（
平
成
29
年
3
月
届
出
分
）

（
平
成
29
年
3
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

陣
前
の
草
留
榮
次
さ
ん
か
ら

（
ミ
チ
子
さ
ん
死
去
）

池
田
の
米
永
博
美
さ
ん
か
ら

（
強
さ
ん
死
去
）

宮
前
の
山
﨑
安
世
さ
ん
か
ら

（
牧
野
利
雄
さ
ん
死
去
）

本
町
の
石
塚
千
枝
子
さ
ん
か
ら

（
公
一
さ
ん
死
去
）

原
口
西
の
大
重
節
子
さ
ん
か
ら

（
兼
久
さ
ん
死
去
）

堤
郡
の
正
竹
千
代
美
さ
ん
か
ら

（
素
直
さ
ん
死
去
）

町
外
の
綾
織
聖
一
郎
さ
ん
か
ら

（　

子
さ
ん
死
去
）

広
田
の
外
村
強
さ
ん
か
ら

（
ノ
ブ
子
さ
ん
死
去
）

大
牟
礼
西
の
福
本
勝
広
さ
ん
か
ら

（
勝
行
さ
ん
死
去
）

般
若
寺
前
の
山
崎
民
雄
さ
ん
か
ら

（
光
男
さ
ん
死
去
）

長
谷
前
の
亀
澤
ヤ
ヱ
さ
ん
か
ら

（
實
育
さ
ん
死
去
）

佃
の
小
峯
稔
さ
ん
か
ら

（
シ
ヅ
子
さ
ん
死
去
）

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
女
性
部

　
（
故
人
）　　
　
　
　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

久
米
田　

ヤ
ス
子 

83 

中
郡
後

宮
里　

フ
ミ
子 

95 

竹
迫

亀
澤　

實
育 

87 

長
谷
前

谷
口　

ワ
カ
ヱ 

89 

田
尾
原
西

岡
田　

有
吉 

81 

上
村

山
﨑　

光
男 

88 

般
若
寺
前

永
峯　

奘
康 

94 

栗
野
岳

大
重　

兼
久 

81 

原
口
西

中
澤　

シ
ヅ
ヱ 

95 

四
ツ
枝
後

野
間
口　

キ
ミ
子 

88 

長
谷
下

黒
田　

久
惠 

100 

会
田

新
村　

フ
ミ 

93 

上
川
添

児
玉　

和
己 

70 

三
堂

福
永　

敬
造 

85 

四
ツ
枝
前

草
留　

榮
次 

91 

陣
前

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む
（　）は前月比

人口　  9,689人（ ー 114人）

  男      4,522人（   ー 62人）

  女      5,167人（  ー 52人）

世帯数  4,843戸（   ー 25戸）

　転入　　 49人
　転出　  151人
　出生　　   5人
　死亡　　 17人

平成29年3月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

【
一
般
寄
付
】

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。



New Fiscal Year Collection

Winter Collection

Spring Collection

台湾よりアジ・チェンを招き、公
開制作やワークショップ（作家
滞 在 期 間 中 毎 週 土日 13：30
～）を行います。
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